
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
八
号

法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法

法
例
（
明
治
三
十
一
年
法
律
第
十
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
。

目
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条
）

第
四
節
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権
（
第
十
四
条―

第
二
十
三
条
）

第
五
節
　
親
族
（
第
二
十
四
条―

第
三
十
五
条
）

第
六
節
　
相
続
（
第
三
十
六
条
・
第
三
十
七
条
）

第
七
節
　
補
則
（
第
三
十
八
条―
第
四
十
三
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
法
律
に
関
す
る
通
則

（
法
律
の
施
行
期
日
）

第
二
条
　
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
で
こ
れ
と

異
な
る
施
行
期
日
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
定
め
に
よ
る
。

（
法
律
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
慣
習
）

第
三
条
　
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
し
な
い
慣
習
は
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
も
の
又
は
法
令
に

規
定
さ
れ
て
い
な
い
事
項
に
関
す
る
も
の
に
限
り
、
法
律
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
。

第
三
章
　
準
拠
法
に
関
す
る
通
則

第
一
節
　
人

（
人
の
行
為
能
力
）

第
四
条
　
人
の
行
為
能
力
は
、
そ
の
本
国
法
に
よ
っ
て
定
め
る
。

２
　
法
律
行
為
を
し
た
者
が
そ
の
本
国
法
に
よ
れ
ば
行
為
能
力
の
制
限
を
受
け
た
者
と
な
る
と
き
で
あ
っ
て
も
行
為

地
法
に
よ
れ
ば
行
為
能
力
者
と
な
る
べ
き
と
き
は
、
当
該
法
律
行
為
の
当
時
そ
の
す
べ
て
の
当
事
者
が
法
を
同
じ

く
す
る
地
に
在
っ
た
場
合
に
限
り
、
当
該
法
律
行
為
を
し
た
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
為
能
力
者

と
み
な
す
。

３
　
前
項
の
規
定
は
、
親
族
法
又
は
相
続
法
の
規
定
に
よ
る
べ
き
法
律
行
為
及
び
行
為
地
と
法
を
異
に
す
る
地
に
在

る
不
動
産
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
後
見
開
始
の
審
判
等
）

第
五
条
　
裁
判
所
は
、
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
又
は
被
補
助
人
と
な
る
べ
き
者
が
日
本
に
住
所
若
し
く
は
居
所

を
有
す
る
と
き
又
は
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
と
き
は
、
日
本
法
に
よ
り
、
後
見
開
始
、
保
佐
開
始
又
は
補
助
開
始

の
審
判
（
以
下
「
後
見
開
始
の
審
判
等
」
と
総
称
す
る
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
失

そ
う踪

の
宣
告
）

第
六
条
　
裁
判
所
は
、
不
在
者
が
生
存
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
最
後
の
時
点
に
お
い
て
、
不
在
者
が
日
本
に
住
所

を
有
し
て
い
た
と
き
又
は
日
本
の
国
籍
を
有
し
て
い
た
と
き
は
、
日
本
法
に
よ
り
、
失

そ
う踪

の
宣
告
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
、
不
在
者
の
財
産
が
日
本
に
在
る
と
き

は
そ
の
財
産
に
つ
い
て
の
み
、
不
在
者
に
関
す
る
法
律
関
係
が
日
本
法
に
よ
る
べ
き
と
き
そ
の
他
法
律
関
係
の
性

質
、
当
事
者
の
住
所
又
は
国
籍
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
日
本
に
関
係
が
あ
る
と
き
は
そ
の
法
律
関
係
に
つ
い

て
の
み
、
日
本
法
に
よ
り
、
失
踪
の
宣
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節
　
法
律
行
為

（
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
選
択
）

第
七
条
　
法
律
行
為
の
成
立
及
び
効
力
は
、
当
事
者
が
当
該
法
律
行
為
の
当
時
に
選
択
し
た
地
の
法
に
よ
る
。

（
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
選
択
が
な
い
場
合
）

第
八
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
選
択
が
な
い
と
き
は
、
法
律
行
為
の
成
立
及
び
効
力
は
、
当
該
法
律
行
為
の
当
時
に

お
い
て
当
該
法
律
行
為
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
の
法
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
律
行
為
に
お
い
て
特
徴
的
な
給
付
を
当
事
者
の
一
方
の
み
が
行
う
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
そ
の
給
付
を
行
う
当
事
者
の
常
居
所
地
法
（
そ
の
当
事
者
が
当
該
法
律
行
為
に
関
係
す
る
事
業
所
を
有
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
事
業
所
の
所
在
地
の
法
、
そ
の
当
事
者
が
当
該
法
律
行
為
に
関
係
す
る
二
以
上
の
事
業

所
で
法
を
異
に
す
る
地
に
所
在
す
る
も
の
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
主
た
る
事
業
所
の
所
在
地
の
法
）
を

当
該
法
律
行
為
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
の
法
と
推
定
す
る
。

３
　
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
不
動
産
を
目
的
物
と
す
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
不
動
産
の
所
在
地
法
を
当
該
法
律
行
為
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
の
法
と
推
定
す
る
。

（
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
変
更
）

第
九
条
　
当
事
者
は
、
法
律
行
為
の
成
立
及
び
効
力
に
つ
い
て
適
用
す
べ
き
法
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
第
三
者
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
を
そ
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

（
法
律
行
為
の
方
式
）

第
十
条
　
法
律
行
為
の
方
式
は
、
当
該
法
律
行
為
の
成
立
に
つ
い
て
適
用
す
べ
き
法
（
当
該
法
律
行
為
の
後
に
前
条

の
規
定
に
よ
る
変
更
が
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
変
更
前
の
法
）
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
為
地
法
に
適
合
す
る
方
式
は
、
有
効
と
す
る
。

３
　
法
を
異
に
す
る
地
に
在
る
者
に
対
し
て
さ
れ
た
意
思
表
示
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て

は
、
そ
の
通
知
を
発
し
た
地
を
行
為
地
と
み
な
す
。

４
　
法
を
異
に
す
る
地
に
在
る
者
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
込
み
の
通
知
を
発
し
た
地
の
法
又
は
承
諾
の

通
知
を
発
し
た
地
の
法
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
契
約
の
方
式
は
、
有
効
と
す
る
。

５
　
前
三
項
の
規
定
は
、
動
産
又
は
不
動
産
に
関
す
る
物
権
及
び
そ
の
他
の
登
記
を
す
べ
き
権
利
を
設
定
し
又
は
処

分
す
る
法
律
行
為
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
消
費
者
契
約
の
特
例
）

第
十
一
条
　
消
費
者
（
個
人
（
事
業
と
し
て
又
は
事
業
の
た
め
に
契
約
の
当
事
者
と
な
る
場
合
に
お
け
る
も
の
を
除

く
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
事
業
者
（
法
人
そ
の
他
の
社
団
又
は
財
団
及
び
事
業
と
し
て

又
は
事
業
の
た
め
に
契
約
の
当
事
者
と
な
る
場
合
に
お
け
る
個
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と

の
間
で
締
結
さ
れ
る
契
約
（
労
働
契
約
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
消
費
者
契
約
」
と
い
う
。
）
の
成
立

及
び
効
力
に
つ
い
て
第
七
条
又
は
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
選
択
又
は
変
更
に
よ
り
適
用
す
べ
き
法
が
消
費
者
の
常

居
所
地
法
以
外
の
法
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
消
費
者
が
そ
の
常
居
所
地
法
中
の
特
定
の
強
行
規
定
を
適
用
す

べ
き
旨
の
意
思
を
事
業
者
に
対
し
表
示
し
た
と
き
は
、
当
該
消
費
者
契
約
の
成
立
及
び
効
力
に
関
し
そ
の
強
行
規

定
の
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
強
行
規
定
を
も
適
用
す
る
。

２
　
消
費
者
契
約
の
成
立
及
び
効
力
に
つ
い
て
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
選
択
が
な
い
と
き
は
、
第
八
条
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
消
費
者
契
約
の
成
立
及
び
効
力
は
、
消
費
者
の
常
居
所
地
法
に
よ
る
。

３
　
消
費
者
契
約
の
成
立
に
つ
い
て
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
消
費
者
の
常
居
所
地
法
以
外
の
法
が
選
択
さ
れ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
当
該
消
費
者
契
約
の
方
式
に
つ
い
て
消
費
者
が
そ
の
常
居
所
地
法
中
の
特
定
の
強
行
規
定
を
適
用

す
べ
き
旨
の
意
思
を
事
業
者
に
対
し
表
示
し
た
と
き
は
、
前
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
消
費
者
契
約
の
方
式
に
関
し
そ
の
強
行
規
定
の
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
専
ら
そ
の
強
行
規
定
を

適
用
す
る
。

４
　
消
費
者
契
約
の
成
立
に
つ
い
て
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
消
費
者
の
常
居
所
地
法
が
選
択
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
消
費
者
契
約
の
方
式
に
つ
い
て
消
費
者
が
専
ら
そ
の
常
居
所
地
法
に
よ
る
べ
き
旨
の
意
思
を
事
業
者
に

1



対
し
表
示
し
た
と
き
は
、
前
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
消
費
者
契
約
の
方
式
は
、
専

ら
消
費
者
の
常
居
所
地
法
に
よ
る
。

５
　
消
費
者
契
約
の
成
立
に
つ
い
て
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
選
択
が
な
い
と
き
は
、
前
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第

四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
消
費
者
契
約
の
方
式
は
、
消
費
者
の
常
居
所
地
法
に
よ
る
。

６
　
前
各
項
の
規
定
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

一
　
事
業
者
の
事
業
所
で
消
費
者
契
約
に
関
係
す
る
も
の
が
消
費
者
の
常
居
所
地
と
法
を
異
に
す
る
地
に
所
在
し

た
場
合
で
あ
っ
て
、
消
費
者
が
当
該
事
業
所
の
所
在
地
と
法
を
同
じ
く
す
る
地
に
赴
い
て
当
該
消
費
者
契
約
を

締
結
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
消
費
者
が
、
当
該
事
業
者
か
ら
、
当
該
事
業
所
の
所
在
地
と
法
を
同
じ
く
す
る
地

に
お
い
て
消
費
者
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
勧
誘
を
そ
の
常
居
所
地
に
お
い
て
受
け
て
い
た
と
き
を

除
く
。

二
　
事
業
者
の
事
業
所
で
消
費
者
契
約
に
関
係
す
る
も
の
が
消
費
者
の
常
居
所
地
と
法
を
異
に
す
る
地
に
所
在
し

た
場
合
で
あ
っ
て
、
消
費
者
が
当
該
事
業
所
の
所
在
地
と
法
を
同
じ
く
す
る
地
に
お
い
て
当
該
消
費
者
契
約
に

基
づ
く
債
務
の
全
部
の
履
行
を
受
け
た
と
き
、
又
は
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
と
き
。
た
だ
し
、
消
費
者

が
、
当
該
事
業
者
か
ら
、
当
該
事
業
所
の
所
在
地
と
法
を
同
じ
く
す
る
地
に
お
い
て
債
務
の
全
部
の
履
行
を
受

け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
勧
誘
を
そ
の
常
居
所
地
に
お
い
て
受
け
て
い
た
と
き
を
除
く
。

三
　
消
費
者
契
約
の
締
結
の
当
時
、
事
業
者
が
、
消
費
者
の
常
居
所
を
知
ら
ず
、
か
つ
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
。

四
　
消
費
者
契
約
の
締
結
の
当
時
、
事
業
者
が
、
そ
の
相
手
方
が
消
費
者
で
な
い
と
誤
認
し
、
か
つ
、
誤
認
し
た

こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
。

（
労
働
契
約
の
特
例
）

第
十
二
条
　
労
働
契
約
の
成
立
及
び
効
力
に
つ
い
て
第
七
条
又
は
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
選
択
又
は
変
更
に
よ
り
適

用
す
べ
き
法
が
当
該
労
働
契
約
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
の
法
以
外
の
法
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
労
働

者
が
当
該
労
働
契
約
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
の
法
中
の
特
定
の
強
行
規
定
を
適
用
す
べ
き
旨
の
意
思
を
使

用
者
に
対
し
表
示
し
た
と
き
は
、
当
該
労
働
契
約
の
成
立
及
び
効
力
に
関
し
そ
の
強
行
規
定
の
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
そ
の
強
行
規
定
を
も
適
用
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
労
働
契
約
に
お
い
て
労
務
を
提
供
す
べ
き
地
の
法
（
そ
の
労
務
を

提
供
す
べ
き
地
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
所
の
所
在

地
の
法
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
当
該
労
働
契
約
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
の
法
と
推
定
す
る
。

３
　
労
働
契
約
の
成
立
及
び
効
力
に
つ
い
て
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
選
択
が
な
い
と
き
は
、
当
該
労
働
契
約
の
成
立

及
び
効
力
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
労
働
契
約
に
お
い
て
労
務
を
提
供
す
べ

き
地
の
法
を
当
該
労
働
契
約
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
の
法
と
推
定
す
る
。

第
三
節
　
物
権
等

（
物
権
及
び
そ
の
他
の
登
記
を
す
べ
き
権
利
）

第
十
三
条
　
動
産
又
は
不
動
産
に
関
す
る
物
権
及
び
そ
の
他
の
登
記
を
す
べ
き
権
利
は
、
そ
の
目
的
物
の
所
在
地
法

に
よ
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
権
利
の
得
喪
は
、
そ
の
原
因
と
な
る
事
実
が
完
成
し
た
当
時

に
お
け
る
そ
の
目
的
物
の
所
在
地
法
に
よ
る
。

第
四
節
　
債
権

（
事
務
管
理
及
び
不
当
利
得
）

第
十
四
条
　
事
務
管
理
又
は
不
当
利
得
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
権
の
成
立
及
び
効
力
は
、
そ
の
原
因
と
な
る
事
実
が
発

生
し
た
地
の
法
に
よ
る
。

（
明
ら
か
に
よ
り
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
が
あ
る
場
合
の
例
外
）

第
十
五
条
　
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
管
理
又
は
不
当
利
得
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
権
の
成
立
及
び
効
力

は
、
そ
の
原
因
と
な
る
事
実
が
発
生
し
た
当
時
に
お
い
て
当
事
者
が
法
を
同
じ
く
す
る
地
に
常
居
所
を
有
し
て
い

た
こ
と
、
当
事
者
間
の
契
約
に
関
連
し
て
事
務
管
理
が
行
わ
れ
又
は
不
当
利
得
が
生
じ
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に

照
ら
し
て
、
明
ら
か
に
同
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
べ
き
法
の
属
す
る
地
よ
り
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
他
の
地
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
地
の
法
に
よ
る
。

（
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
変
更
）

第
十
六
条
　
事
務
管
理
又
は
不
当
利
得
の
当
事
者
は
、
そ
の
原
因
と
な
る
事
実
が
発
生
し
た
後
に
お
い
て
、
事
務
管

理
又
は
不
当
利
得
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
権
の
成
立
及
び
効
力
に
つ
い
て
適
用
す
べ
き
法
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
第
三
者
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
を
そ
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

（
不
法
行
為
）

第
十
七
条
　
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
権
の
成
立
及
び
効
力
は
、
加
害
行
為
の
結
果
が
発
生
し
た
地
の
法
に
よ

る
。
た
だ
し
、
そ
の
地
に
お
け
る
結
果
の
発
生
が
通
常
予
見
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
き
は
、
加

害
行
為
が
行
わ
れ
た
地
の
法
に
よ
る
。

（
生
産
物
責
任
の
特
例
）

第
十
八
条
　
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
物
（
生
産
さ
れ
又
は
加
工
さ
れ
た
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
で
引
渡
し
が
さ
れ
た
も
の
の

か
し

瑕
疵
に
よ
り
他
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
を
侵
害
す
る
不
法
行
為

に
よ
っ
て
生
ず
る
生
産
業
者
（
生
産
物
を
業
と
し
て
生
産
し
、
加
工
し
、
輸
入
し
、
輸
出
し
、
流
通
さ
せ
、
又
は

販
売
し
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
生
産
物
に
そ
の
生
産
業
者
と
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
表
示
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
生
産
業
者
等
」
と
総
称
す
る
。
）
に
対
す
る
債
権
の
成
立
及
び
効

力
は
、
被
害
者
が
生
産
物
の
引
渡
し
を
受
け
た
地
の
法
に
よ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
地
に
お
け
る
生
産
物
の
引
渡
し

が
通
常
予
見
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
き
は
、
生
産
業
者
等
の
主
た
る
事
業
所
の
所
在
地
の
法

（
生
産
業
者
等
が
事
業
所
を
有
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
常
居
所
地
法
）
に
よ
る
。

（
名
誉
又
は
信
用
の

き毀
損
の
特
例
）

第
十
九
条
　
第
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
人
の
名
誉
又
は
信
用
を

き毀
損
す
る
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る

債
権
の
成
立
及
び
効
力
は
、
被
害
者
の
常
居
所
地
法
（
被
害
者
が
法
人
そ
の
他
の
社
団
又
は
財
団
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
業
所
の
所
在
地
の
法
）
に
よ
る
。

（
明
ら
か
に
よ
り
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
が
あ
る
場
合
の
例
外
）

第
二
十
条
　
前
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
権
の
成
立
及
び
効
力
は
、
不
法
行
為

の
当
時
に
お
い
て
当
事
者
が
法
を
同
じ
く
す
る
地
に
常
居
所
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
当
事
者
間
の
契
約
に
基
づ
く

義
務
に
違
反
し
て
不
法
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
、
明
ら
か
に
前
三
条
の
規
定
に
よ
り

適
用
す
べ
き
法
の
属
す
る
地
よ
り
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
他
の
地
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
他
の
地
の
法
に
よ
る
。

（
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
の
変
更
）

第
二
十
一
条
　
不
法
行
為
の
当
事
者
は
、
不
法
行
為
の
後
に
お
い
て
、
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
権
の
成
立
及

び
効
力
に
つ
い
て
適
用
す
べ
き
法
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
と
な

る
と
き
は
、
そ
の
変
更
を
そ
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
不
法
行
為
に
つ
い
て
の
公
序
に
よ
る
制
限
）

第
二
十
二
条
　
不
法
行
為
に
つ
い
て
外
国
法
に
よ
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
当
該
外
国
法
を
適
用
す
べ
き
事
実
が
日

本
法
に
よ
れ
ば
不
法
と
な
ら
な
い
と
き
は
、
当
該
外
国
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
そ
の
他
の
処
分
の
請
求
は
、
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

２
　
不
法
行
為
に
つ
い
て
外
国
法
に
よ
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
当
該
外
国
法
を
適
用
す
べ
き
事
実
が
当
該
外
国
法

及
び
日
本
法
に
よ
り
不
法
と
な
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
被
害
者
は
、
日
本
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
損
害
賠
償
そ
の

他
の
処
分
で
な
け
れ
ば
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
債
権
の
譲
渡
）

第
二
十
三
条
　
債
権
の
譲
渡
の
債
務
者
そ
の
他
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
は
、
譲
渡
に
係
る
債
権
に
つ
い
て
適
用
す

べ
き
法
に
よ
る
。

第
五
節
　
親
族

（
婚
姻
の
成
立
及
び
方
式
）

第
二
十
四
条
　
婚
姻
の
成
立
は
、
各
当
事
者
に
つ
き
、
そ
の
本
国
法
に
よ
る
。

２
　
婚
姻
の
方
式
は
、
婚
姻
挙
行
地
の
法
に
よ
る
。
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３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
の
一
方
の
本
国
法
に
適
合
す
る
方
式
は
、
有
効
と
す
る
。
た
だ
し
、
日

本
に
お
い
て
婚
姻
が
挙
行
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者
の
一
方
が
日
本
人
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（
婚
姻
の
効
力
）

第
二
十
五
条
　
婚
姻
の
効
力
は
、
夫
婦
の
本
国
法
が
同
一
で
あ
る
と
き
は
そ
の
法
に
よ
り
、
そ
の
法
が
な
い
場
合
に

お
い
て
夫
婦
の
常
居
所
地
法
が
同
一
で
あ
る
と
き
は
そ
の
法
に
よ
り
、
そ
の
い
ず
れ
の
法
も
な
い
と
き
は
夫
婦
に

最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
の
法
に
よ
る
。

（
夫
婦
財
産
制
）

第
二
十
六
条
　
前
条
の
規
定
は
、
夫
婦
財
産
制
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
夫
婦
が
、
そ
の
署
名
し
た
書
面
で
日
付
を
記
載
し
た
も
の
に
よ
り
、
次
に
掲
げ

る
法
の
う
ち
い
ず
れ
の
法
に
よ
る
べ
き
か
を
定
め
た
と
き
は
、
夫
婦
財
産
制
は
、
そ
の
法
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
定
め
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
み
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

一
　
夫
婦
の
一
方
が
国
籍
を
有
す
る
国
の
法

二
　
夫
婦
の
一
方
の
常
居
所
地
法

三
　
不
動
産
に
関
す
る
夫
婦
財
産
制
に
つ
い
て
は
、
そ
の
不
動
産
の
所
在
地
法

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
法
を
適
用
す
べ
き
夫
婦
財
産
制
は
、
日
本
に
お
い
て
さ
れ
た
法
律
行
為
及
び
日
本

に
在
る
財
産
に
つ
い
て
は
、
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
第
三

者
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
財
産
制
は
、
日
本
法
に
よ
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
べ
き
外
国
法
に
基
づ
い
て
さ
れ
た

夫
婦
財
産
契
約
は
、
日
本
に
お
い
て
こ
れ
を
登
記
し
た
と
き
は
、
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
離
婚
）

第
二
十
七
条
　
第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
離
婚
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
夫
婦
の
一
方
が
日
本
に
常
居
所
を

有
す
る
日
本
人
で
あ
る
と
き
は
、
離
婚
は
、
日
本
法
に
よ
る
。

（
嫡
出
で
あ
る
子
の
親
子
関
係
の
成
立
）

第
二
十
八
条
　
夫
婦
の
一
方
の
本
国
法
で
子
の
出
生
の
当
時
に
お
け
る
も
の
に
よ
り
子
が
嫡
出
と
な
る
べ
き
と
き

は
、
そ
の
子
は
、
嫡
出
で
あ
る
子
と
す
る
。

２
　
夫
が
子
の
出
生
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
夫
の
本
国
法
を
前
項
の
夫
の
本
国
法
と

み
な
す
。

（
嫡
出
で
な
い
子
の
親
子
関
係
の
成
立
）

第
二
十
九
条
　
嫡
出
で
な
い
子
の
親
子
関
係
の
成
立
は
、
父
と
の
間
の
親
子
関
係
に
つ
い
て
は
子
の
出
生
の
当
時
に

お
け
る
父
の
本
国
法
に
よ
り
、
母
と
の
間
の
親
子
関
係
に
つ
い
て
は
そ
の
当
時
に
お
け
る
母
の
本
国
法
に
よ
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
子
の
認
知
に
よ
る
親
子
関
係
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
認
知
の
当
時
に
お
け
る
子
の
本
国
法

に
よ
れ
ば
そ
の
子
又
は
第
三
者
の
承
諾
又
は
同
意
が
あ
る
こ
と
が
認
知
の
要
件
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
要
件
を
も

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
子
の
認
知
は
、
前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
べ
き
法
に
よ
る
ほ
か
、
認
知
の
当
時
に
お
け
る
認
知
す
る
者

又
は
子
の
本
国
法
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
認
知
す
る
者
の
本
国
法
に
よ
る
と
き
は
、
同
項
後
段
の
規
定

を
準
用
す
る
。

３
　
父
が
子
の
出
生
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
父
の
本
国
法
を
第
一
項
の
父
の
本
国
法

と
み
な
す
。
前
項
に
規
定
す
る
者
が
認
知
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る
そ
の
者
の
本
国

法
を
同
項
の
そ
の
者
の
本
国
法
と
み
な
す
。

（
準
正
）

第
三
十
条
　
子
は
、
準
正
の
要
件
で
あ
る
事
実
が
完
成
し
た
当
時
に
お
け
る
父
若
し
く
は
母
又
は
子
の
本
国
法
に
よ

り
準
正
が
成
立
す
る
と
き
は
、
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
者
が
準
正
の
要
件
で
あ
る
事
実
の
完
成
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
死
亡
の
当
時
に
お
け

る
そ
の
者
の
本
国
法
を
同
項
の
そ
の
者
の
本
国
法
と
み
な
す
。

（
養
子
縁
組
）

第
三
十
一
条
　
養
子
縁
組
は
、
縁
組
の
当
時
に
お
け
る
養
親
と
な
る
べ
き
者
の
本
国
法
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
養
子
と
な
る
べ
き
者
の
本
国
法
に
よ
れ
ば
そ
の
者
若
し
く
は
第
三
者
の
承
諾
若
し
く
は
同
意
又
は
公
的
機
関

の
許
可
そ
の
他
の
処
分
が
あ
る
こ
と
が
養
子
縁
組
の
成
立
の
要
件
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
要
件
を
も
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
養
子
と
そ
の
実
方
の
血
族
と
の
親
族
関
係
の
終
了
及
び
離
縁
は
、
前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
べ
き
法
に

よ
る
。

（
親
子
間
の
法
律
関
係
）

第
三
十
二
条
　
親
子
間
の
法
律
関
係
は
、
子
の
本
国
法
が
父
又
は
母
の
本
国
法
（
父
母
の
一
方
が
死
亡
し
、
又
は
知

れ
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
他
の
一
方
の
本
国
法
）
と
同
一
で
あ
る
場
合
に
は
子
の
本
国
法
に
よ
り
、
そ
の
他
の

場
合
に
は
子
の
常
居
所
地
法
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
親
族
関
係
等
）

第
三
十
三
条
　
第
二
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
親
族
関
係
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
権

利
義
務
は
、
当
事
者
の
本
国
法
に
よ
っ
て
定
め
る
。

（
親
族
関
係
に
つ
い
て
の
法
律
行
為
の
方
式
）

第
三
十
四
条
　
第
二
十
五
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
親
族
関
係
に
つ
い
て
の
法
律
行
為
の
方
式
は
、
当
該
法
律

行
為
の
成
立
に
つ
い
て
適
用
す
べ
き
法
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
為
地
法
に
適
合
す
る
方
式
は
、
有
効
と
す
る
。

（
後
見
等
）

第
三
十
五
条
　
後
見
、
保
佐
又
は
補
助
（
以
下
「
後
見
等
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
又
は
被

補
助
人
（
次
項
に
お
い
て
「
被
後
見
人
等
」
と
総
称
す
る
。
）
の
本
国
法
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
が
被
後
見
人
等
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
と
き
は
、
後
見

人
、
保
佐
人
又
は
補
助
人
の
選
任
の
審
判
そ
の
他
の
後
見
等
に
関
す
る
審
判
に
つ
い
て
は
、
日
本
法
に
よ
る
。

一
　
当
該
外
国
人
の
本
国
法
に
よ
れ
ば
そ
の
者
に
つ
い
て
後
見
等
が
開
始
す
る
原
因
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
日

本
に
お
け
る
後
見
等
の
事
務
を
行
う
者
が
な
い
と
き
。

二
　
日
本
に
お
い
て
当
該
外
国
人
に
つ
い
て
後
見
開
始
の
審
判
等
が
あ
っ
た
と
き
。

第
六
節
　
相
続

（
相
続
）

第
三
十
六
条
　
相
続
は
、
被
相
続
人
の
本
国
法
に
よ
る
。

（
遺
言
）

第
三
十
七
条
　
遺
言
の
成
立
及
び
効
力
は
、
そ
の
成
立
の
当
時
に
お
け
る
遺
言
者
の
本
国
法
に
よ
る
。

２
　
遺
言
の
取
消
し
は
、
そ
の
当
時
に
お
け
る
遺
言
者
の
本
国
法
に
よ
る
。

第
七
節
　
補
則

（
本
国
法
）

第
三
十
八
条
　
当
事
者
が
二
以
上
の
国
籍
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
籍
を
有
す
る
国
の
う
ち
に
当
事
者
が
常
居

所
を
有
す
る
国
が
あ
る
と
き
は
そ
の
国
の
法
を
、
そ
の
国
籍
を
有
す
る
国
の
う
ち
に
当
事
者
が
常
居
所
を
有
す
る

国
が
な
い
と
き
は
当
事
者
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
国
の
法
を
当
事
者
の
本
国
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
国

籍
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
日
本
の
国
籍
で
あ
る
と
き
は
、
日
本
法
を
当
事
者
の
本
国
法
と
す
る
。

２
　
当
事
者
の
本
国
法
に
よ
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者
が
国
籍
を
有
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
常
居
所
地
法
に

よ
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
五
条
（
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
三
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
当
事
者
が
地
域
に
よ
り
法
を
異
に
す
る
国
の
国
籍
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
規
則
に
従
い
指
定
さ
れ
る

法
（
そ
の
よ
う
な
規
則
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
事
者
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
域
の
法
）
を
当
事
者

の
本
国
法
と
す
る
。

（
常
居
所
地
法
）

第
三
十
九
条
　
当
事
者
の
常
居
所
地
法
に
よ
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
常
居
所
が
知
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
居

所
地
法
に
よ
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
五
条
（
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
人
的
に
法
を
異
に
す
る
国
又
は
地
の
法
）

第
四
十
条
　
当
事
者
が
人
的
に
法
を
異
に
す
る
国
の
国
籍
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
規
則
に
従
い
指
定
さ
れ

る
法
（
そ
の
よ
う
な
規
則
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
事
者
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
法
）
を
当
事
者
の
本

国
法
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
当
事
者
の
常
居
所
地
が
人
的
に
法
を
異
に
す
る
場
合
に
お
け
る
当
事
者
の
常
居
所
地
法
で
第

二
十
五
条
（
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
六
条
第
二
項

第
二
号
、
第
三
十
二
条
又
は
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
も
の
及
び
夫
婦
に
最
も
密
接
な
関

係
が
あ
る
地
が
人
的
に
法
を
異
に
す
る
場
合
に
お
け
る
夫
婦
に
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
の
法
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

（
反
致
）

第
四
十
一
条
　
当
事
者
の
本
国
法
に
よ
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
国
の
法
に
従
え
ば
日
本
法
に
よ
る
べ
き
と
き

は
、
日
本
法
に
よ
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
五
条
（
第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
又
は
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
事
者
の
本
国
法
に
よ
る
べ
き
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
公
序
）

第
四
十
二
条
　
外
国
法
に
よ
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
規
定
の
適
用
が
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る

と
き
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。

（
適
用
除
外
）

第
四
十
三
条
　
こ
の
章
の
規
定
は
、
夫
婦
、
親
子
そ
の
他
の
親
族
関
係
か
ら
生
ず
る
扶
養
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
適

用
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
十
九
条
本
文
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
こ
の
章
の
規
定
は
、
遺
言
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
十
八
条
第
二
項
本
文
、
第
三

十
九
条
本
文
及
び
第
四
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る

場
合
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
生
じ
た
事
項
に
も
適
用
す
る
。

第
三
条
　
施
行
日
前
に
さ
れ
た
法
律
行
為
の
当
事
者
の
能
力
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
前
に
さ
れ
た
申
立
て
に
係
る
後
見
開
始
の
審
判
等
及
び
失
踪
の
宣
告
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
五
条
及
び

第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
さ
れ
た
法
律
行
為
の
成
立
及
び
効
力
並
び
に
方
式
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま

で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
　
施
行
日
前
に
そ
の
原
因
と
な
る
事
実
が
発
生
し
た
事
務
管
理
及
び
不
当
利
得
並
び
に
施
行
日
前
に
加
害
行
為
の

結
果
が
発
生
し
た
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
債
権
の
成
立
及
び
効
力
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
十
五
条
か
ら
第
二

十
一
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
施
行
日
前
に
さ
れ
た
債
権
の
譲
渡
の
債
務
者
そ
の
他
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
二
十
三

条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６
　
施
行
日
前
に
さ
れ
た
親
族
関
係
（
改
正
前
の
法
例
第
十
四
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
に
規
定
す
る
親
族
関
係
を

除
く
。
）
に
つ
い
て
の
法
律
行
為
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

７
　
施
行
日
前
に
さ
れ
た
申
立
て
に
係
る
後
見
人
、
保
佐
人
又
は
補
助
人
の
選
任
の
審
判
そ
の
他
の
後
見
等
に
関
す

る
審
判
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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